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１．はじめに 

三重県の陶磁器業界はこれまでに半磁器や

土鍋等の耐熱陶器を開発することで，特徴あ

る製品を製造してきた．しかし，国産シェア

の 80％を占める耐熱陶器は近年海外から安

価な製品が大量に輸入されていることから生

産・販売が減少し続けている．さらに，リー

マンショック等による景気悪化の影響を受け，

一段と厳しい状況になっている． 

その中で，三重県の陶磁器業界の特徴であ

る耐熱陶器の競争力強化と持続的発展を目指

して，平成 23 年度より耐熱陶器の革新的性能

向上に取り組んでいる．平成 23 年度の研究成

果として，ペタライト－粘土系素地の試験を

行ったところ，ペタライトの調合量が多くな

るとβ-石英固溶体の生成が多くなり，熱膨張

係数が小さくなるが，逆に吸水率が大きくな

ることが確認された．そこで，今年度は吸水

率を小さくすることを目的に焼結助剤添加の 
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試験を行ったところ，助剤の種類よって熱

膨張や吸水率の影響が異なることがわかった

ので報告する． 

 

２．実験方法 

前報 1)と同様，ペタライトとしてペタライ

ト#52（52 メッシュ以下），粘土として本山水

ヒ蛙目粘土を使用した．また，焼結助剤とし

てアルカリ金属を多く含むインド長石及びネ

フェリンサイアナイト，アルカリ土類金属を

多く含む炭酸カルシウム，炭酸マグネシウム，

炭酸ストロンチウム，珪灰石，リン酸カルシ

ウム及び酸化亜鉛を使用した．これらは陶磁

器素地用として導入が容易な原料である． 

ペタライト 50 g と粘土 50 g の計 100 g に

対して，インド長石等の焼結助剤をそれぞれ

0，2，4 及び 6 g 添加し，水を約 100 mL 加

えてホモジナイザーにて 5,000 rpm で 30 分

湿式混合を行った．これを 3,000 rpm で 3 時

間遠心分離し，固液を分離した．固体部分を

85 ℃で 24 時間乾燥した後，1 mm 以下の紛
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 珪灰石の添加は，焼結助剤としての効果は

見られないが，熱膨張係数は，いずれもほぼ

0 に近く，極めて低熱膨張性で安定した値に

なった．酸化亜鉛も同様の結果であるが，熱

膨張係数は若干マイナス膨張で安定した値に

なった． 

リン酸カルシウムの添加は，吸水率を低下

させ，熱膨張係数は，いずれもほぼ 0 に近く，

極めて低熱膨張性で安定した値になった． 
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